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持続可能な社会を実現するために，私たちはどのような課題に
取り組んでいく必要があるのでしょうか。
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令和

1京都議定書では先進工業国だけが削減義務を
負いましたが，パリ協定によって発展途

と

上
じょう

国も
削減・抑

よく

制
せい

目標を定めることになりました。い
ずれも日本は締

てい

結
けつ

しました。

1 高校での参議院議員選挙の
投票（千葉県富

とみ

里
さと

市　2016年）　
公職選挙法の改正によって，
2016年から，選挙権年

ねん

齢
れい

が満
20歳

さい

以上から満18歳以上に引
き下げられました。

2 熊本地
じ

震
しん

で避
ひ

難
なん

生活を
送る人に食べ物を配る，
ボランティアの中学生
（熊本県南

みなみ

阿
あ

蘇
そ

村
むら

　2016
年）　マグニチュード7.3
の大地震が発生し，50人
が亡

な

くなりました。

3 地球温暖化防止京都会議（1997年）　この会議で
京都議定書が採

さい

択
たく

されました。

4 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

（1995年 1月17日）　マ
グニチュード7.3の大地

じ

震
しん

が兵庫県南部で
発生し，6400人以上が亡

な

くなりました。

自分たちにできることを考えよう
　本文や資料から，「持続可能な社会」を実
現するために解決すべき課題をグループで
一つ選び，自分たちにできることを話し合
いましょう。

みんなでチャレンジ 現在

地
公
歴

地
公
歴

地
公
歴
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　　　　　　　　　現在，グローバル化（世界の一体化）が急速
に進んでいます。国境をこえた経済活動が

盛
さか

んになり，情報は，インターネットなどを通じて，世界中に
瞬
しゅん

時
じ

に伝わります。平和・環
かん

境
きょう

・資源・食料・感
かん

染
せん

症
しょう

といった
課題は，一国だけでは解決できません。
　例えば，地球温暖化は，海面の上

じょう

昇
しょう

や農作物の不作など，世
界各地で深刻な問題を引き起こしています。その原因とされる
二酸化炭素などの温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

を削
さく

減
げん

するため，国際的
な取り決めとして，1997（平

へい

成
せい

9）年に京都議定書が採
さい

択
たく

され，
2015年にはパリ協定が合意されました。
　日本は，こうした地球環境問題の解決に主導的な役割を果た
してきました。また，戦争による唯

ゆい

一
いつ

の被
ひ

爆
ばく

国として，核
かく

兵器
の廃

はい

絶
ぜつ

をはじめとする軍縮にも取り組んでいます。
　　　　　　　　　1995年に阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

が発生し，深刻
な被

ひ

害
がい

をもたらしました。被
ひ

災
さい

地
ち

の復興が
進められる一方で，防災教育や地域のきずな，ボランティア活
動の重要性が明らかになり，1998年には特定非営利活動促

そく

進
しん

法

進展する
グローバル化

3

1

日本社会が
直面する課題
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持続可能な社会を実現するために，私たちはどのような課題に
取り組んでいく必要があるのでしょうか。

持続可能な社会
に向けて

3
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平成昭和明治江戸鎌倉平安古墳弥生縄文
世紀

大正安土桃山
奈良飛鳥

南北朝
室町

212019181716151413121110987654321
戦国

B.C. A.D.

トライチェック
本文から最優先で取り組むべきと考える課題
を一つ挙げ，その理由を説明しましょう。

持続可能な社会とはどのような社会か，本文
からぬき出しましょう。

探究のステップに
取り組もう（p.279）令和
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1京都議定書では先進工業国だけが削減義務を
負いましたが，パリ協定によって発展途

と

上
じょう

国も
削減・抑

よく

制
せい

目標を定めることになりました。い
ずれも日本は締

てい

結
けつ

しました。

1 高校での参議院議員選挙の
投票（千葉県富

とみ

里
さと

市　2016年）　
公職選挙法の改正によって，
2016年から，選挙権年

ねん

齢
れい

が満
20歳

さい

以上から満18歳以上に引
き下げられました。

3 地球温暖化防止京都会議（1997年）　この会議で
京都議定書が採

さい

択
たく

されました。

5 東日本大震
しん

災
さい

（2011年 3月11日）　宮城県沖でマ
グニチュード9.0の大地

じ

震
しん

が発生し，津
つ

波
なみ

などで
死者・行

ゆく

方
え

不明者は 2万2300人以上に上りました
（災害関連死をふくむ）。

4 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

（1995年 1月17日）　マグニチ
ュード7.3の大地

じ

震
しん

が兵庫県南部で発生し，6400
人以上が亡

な

くなりました（災害関連死をふくむ）。

自分たちにできることを考えよう
　本文や資料から，「持続可能な社会」を実
現するために解決すべき課題をグループで
一つ選び，自分たちにできることを話し合
いましょう。

みんなでチャレンジ 現在

2部落差別の撤廃に向けて，1965（昭
しょう

和
わ

40）年に
国の同和対策審

しん

議
ぎ

会の答申がなされ，特別措
そ

置
ち

法に基
もと

づく対策事業が行われました。2016年に
は部落差別解消法が成立し，差別撤廃の取り組
みが引き続き進められています。

　第二次世界大戦後の国際社会では，一国内だけでなく，国際的に人権を保
障する動きが本格的に進みました。1945年に採

さい

択
たく

された国際連合憲章に人権
の尊重が明記され，1948年には国連総会で世界人権宣言が採択されました。
その後も人権保障に関するさまざまな条約が結ばれています。
　こうしたグローバルな人権保障は，日本社会にも大きな影

えい

響
きょう

をあたえてい
ます。例えば，1979年に女子差別撤

てっ

廃
ぱい

条約が採択されると，日本でも1985年
に男女雇

こ

用
よう

機会均等法が，1999年には男女共同参
さん

画
かく

社会基本法が定められま
した。現在も男女平等に向けた取り組みが進められています。
　また，部落差別や在日韓

かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

人差別，障がい者差別については，人種
差別撤廃条約や障害者権利条約などに基

もと

づいて，部落差別解消法やヘイトス
ピーチ解消法，障害者差別解消法などの法律が整備されています。アイヌ民
族差別については，1997年にアイヌ文化振

しん

興
こう

法が定められ，北海道旧
きゅう

土
ど

人
じん

保
護法（p.179）が廃

はい

止
し

されました。さらに，「先住民族の権利に関する国際連合宣
言」をふまえて，2019年にアイヌ民族を先住民族として法的に位置付けた「ア
イヌ民族支

し

援
えん

法」が，アイヌ文化振興法に代わって制定されました。

人権の発達とグローバル化
アクセス
歴史に 人権

平和

地
公
歴

地
公
歴

6 日本の人口の移り変わり（「国勢調査報告」
平成27年ほか）　

7 持続可能な開発目標（S
エスディージーズ

DGs）　17のグロ
ーバル目標と169のターゲット（達成基準）
で構成されています。

地
公
歴

地
公
歴

2 熊本地
じ

震
しん

で避
ひ

難
なん

生活を送る人に
食べ物を配る，ボランティアの中
学生（熊本県南

みなみ

阿
あ

蘇
そ

村
むら

　2016年）　
マグニチュード7.3の大地震が発
生し，災害関連死223人とその後
の豪

ごう

雨
う

による死者 5人をふくむ278
人が亡

な

くなりました（2025年 7月現
在）。災害関連死とは，その災害
による負傷の悪化や避難生活によ
る心身の負担などが原因で
亡くなることです。

地
公
歴

地
公
歴

271270

（NPO法）が制定されました。現在，日本では多くの非営利組
織（NPO）が活動しています。
　2011年の東日本大震

しん

災
さい

は，福島第一原子力発電所の事故を引
き起こしました。これを受けて，太陽光・風力・地

ち

熱
ねつ

など再生
可能エネルギーの導入と普

ふ

及
きゅう

が進められてきました。
　日本社会は，貧

ひん

富
ぷ

の格差や都市と地方の格差，少子高
こう

齢
れい

化な
どの問題にも直面しています。地方創生，非正規雇

こ

用
よう

の待
たい

遇
ぐう

改
善，保育所の整備，男女共同参

さん

画
かく

といった施
し

策
さく

が講じられてき
ましたが，十分な成果はあがっていません。
　部落差別の撤

てっ

廃
ぱい

など，人権に関する課題もいまだ残されてい
ます。グローバル化の中で日本に住む外国人は増え，共生のた
めの取り組みが各地で行われています。
　　　　　　　　　2015年の国連サミットでは，持続可能な開

発目標（S
エスディージーズ

DGs）が採択され，2030年までに
達成すべきものとして，貧

ひん

困
こん

の撲
ぼく

滅
めつ

，男女平等，クリーンエネ
ルギーの普

ふ

及
きゅう

，平和と公正など17の目標がかかげられました。
グローバル化・情報化・少子高齢化の下

もと

，現在の世代だけでな
く，将来の世代の幸福を見すえた持続可能な社会を創り上げる
ことが，日本にとっても重要な課題になっています。

5
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負いましたが，パリ協定によって発展途
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結
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しました。

1 高校での参議院議員選挙の
投票（千葉県富

とみ

里
さと

市　2016年）　
公職選挙法の改正によって，
2016年から，選挙権年

ねん

齢
れい

が満
20歳

さい

以上から満18歳以上に引
き下げられました。

3 地球温暖化防止京都会議（1997年）　この会議で
京都議定書が採

さい

択
たく

されました。

5 東日本大震
しん

災
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などで
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ゆく

方
え

不明者は 2万2300人以上に上りました
（災害関連死をふくむ）。

4 阪
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あわ

路
じ

大震
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（1995年 1月17日）　マグニチ
ュード7.3の大地

じ

震
しん

が兵庫県南部で発生し，6400
人以上が亡

な

くなりました（災害関連死をふくむ）。

自分たちにできることを考えよう
　本文や資料から，「持続可能な社会」を実
現するために解決すべき課題をグループで
一つ選び，自分たちにできることを話し合
いましょう。
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2部落差別の撤廃に向けて，1965（昭
しょう

和
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40）年に
国の同和対策審
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議
ぎ

会の答申がなされ，特別措
そ

置
ち

法に基
もと

づく対策事業が行われました。2016年に
は部落差別解消法が成立し，差別撤廃の取り組
みが引き続き進められています。

　第二次世界大戦後の国際社会では，一国内だけでなく，国際的に人権を保
障する動きが本格的に進みました。1945年に採

さい

択
たく

された国際連合憲章に人権
の尊重が明記され，1948年には国連総会で世界人権宣言が採択されました。
その後も人権保障に関するさまざまな条約が結ばれています。
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えい

響
きょう

をあたえてい
ます。例えば，1979年に女子差別撤
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廃
ぱい

条約が採択されると，日本でも1985年
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こ

用
よう
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さん

画
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地
公
歴

地
公
歴

2 熊本地
じ

震
しん

で避
ひ

難
なん

生活を送る人に
食べ物を配る，ボランティアの中
学生（熊本県南

みなみ

阿
あ

蘇
そ

村
むら

　2016年）　
マグニチュード7.3の大地震が発
生し，災害関連死223人とその後
の豪

ごう

雨
う

による死者 5人をふくむ278
人が亡

な

くなりました（2025年 7月現
在）。災害関連死とは，その災害
による負傷の悪化や避難生活によ
る心身の負担などが原因で
亡くなることです。

地
公
歴

地
公
歴

271270

（NPO法）が制定されました。現在，日本では多くの非営利組
織（NPO）が活動しています。
　2011年の東日本大震

しん

災
さい

は，福島第一原子力発電所の事故を引
き起こしました。これを受けて，太陽光・風力・地

ち

熱
ねつ

など再生
可能エネルギーの導入と普

ふ

及
きゅう

が進められてきました。
　日本社会は，貧

ひん

富
ぷ

の格差や都市と地方の格差，少子高
こう

齢
れい

化な
どの問題にも直面しています。地方創生，非正規雇

こ

用
よう

の待
たい

遇
ぐう

改
善，保育所の整備，男女共同参

さん

画
かく

といった施
し

策
さく

が講じられてき
ましたが，十分な成果はあがっていません。
　部落差別の撤

てっ

廃
ぱい

など，人権に関する課題もいまだ残されてい
ます。グローバル化の中で日本に住む外国人は増え，共生のた
めの取り組みが各地で行われています。
　　　　　　　　　2015年の国連サミットでは，持続可能な開

発目標（S
エスディージーズ

DGs）が採択され，2030年までに
達成すべきものとして，貧

ひん

困
こん

の撲
ぼく

滅
めつ

，男女平等，クリーンエネ
ルギーの普

ふ

及
きゅう

，平和と公正など17の目標がかかげられました。
グローバル化・情報化・少子高齢化の下

もと

，現在の世代だけでな
く，将来の世代の幸福を見すえた持続可能な社会を創り上げる
ことが，日本にとっても重要な課題になっています。
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　　　　　　　　　現在，グローバル化（世界の一体化）が急速
に進んでいます。国境をこえた経済活動が

盛
さか

んになり，情報は，インターネットなどを通じて，世界中に
瞬
しゅん

時
じ

に伝わります。平和・環
かん

境
きょう

・資源・食料・感
かん

染
せん

症
しょう

といった
課題は，一国だけでは解決できません。
　例えば，地球温暖化は，海面の上

じょう

昇
しょう

や農作物の不作など，世
界各地で深刻な問題を引き起こしています。その原因とされる
二酸化炭素などの温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

を削
さく

減
げん

するため，国際的
な取り決めとして，1997（平

へい

成
せい

9）年に京都議定書が採
さい

択
たく

され，
2015年にはパリ協定が合意されました。
　日本は，こうした地球環境問題の解決に主導的な役割を果た
してきました。また，戦争による唯

ゆい

一
いつ

の被
ひ

爆
ばく

国として，核
かく

兵器
の廃

はい

絶
ぜつ

をはじめとする軍縮にも取り組んでいます。
　　　　　　　　　1995年に阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

が発生し，深刻
な被

ひ

害
がい

をもたらしました。被
ひ

災
さい

地
ち

の復興が
進められる一方で，防災教育や地域のきずな，ボランティア活
動の重要性が明らかになり，1998年には特定非営利活動促

そく

進
しん

法

進展する
グローバル化
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1

日本社会が
直面する課題
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5 東日本大震
しん

災
さい

（2011年 3月11日）　宮城県沖でマ
グニチュード9.0の大地

じ

震
しん

が発生し，津
つ

波
なみ

などで
死者・行

ゆく

方
え

不明者は 1万8000人以上に上りました。

2部落差別の撤廃に向けて，1965（昭
しょう

和
わ

40）年に
国の同和対策審

しん

議
ぎ

会の答申がなされ，特別措
そ

置
ち

法に基
もと

づく対策事業が行われました。2016年に
は部落差別解消法が成立し，差別撤廃の取り組
みが引き続き進められています。

　第二次世界大戦後の国際社会では，一国内だけでなく，国際的に人権を保
障する動きが本格的に進みました。1945年に採

さい

択
たく

された国際連合憲章に人権
の尊重が明記され，1948年には国連総会で世界人権宣言が採択されました。
その後も人権保障に関するさまざまな条約が結ばれています。
　こうしたグローバルな人権保障は，日本社会にも大きな影

えい

響
きょう

をあたえてい
ます。例えば，1979年に女子差別撤

てっ

廃
ぱい

条約が採択されると，日本でも1985年
に男女雇

こ

用
よう

機会均等法が，1999年には男女共同参
さん

画
かく

社会基本法が定められま
した。現在も男女平等に向けた取り組みが進められています。
　また，部落差別や在日韓

かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

人差別，障がい者差別については，人種
差別撤廃条約や障害者権利条約などに基

もと

づいて，部落差別解消法やヘイトス
ピーチ解消法，障害者差別解消法などの法律が整備されています。アイヌ民
族差別については，1997年にアイヌ文化振

しん

興
こう

法が定められ，北海道旧
きゅう

土
ど

人
じん

保
護法（p.₁₇₉）が廃

はい

止
し

されました。さらに，「先住民族の権利に関する国際連合宣
言」をふまえて，2019年にアイヌ民族を先住民族として法的に位置付けた「ア
イヌ民族支

し

援
えん

法」が，アイヌ文化振興法に代わって制定されました。
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アクセス
歴史に 人権

平和

6 日本の人口の移り変わり（「国勢調査報告」
平成27年ほか）　

7 持続可能な開発目標（S
エスディージーズ

DGs）　17のグロ
ーバル目標と169のターゲット（達成基準）
で構成されています。

地
公
歴

地
公
歴

地
公
歴

271

（NPO法）が制定されました。現在，日本では多くの非営利組
織（NPO）が活動しています。
　2011年の東日本大震

しん

災
さい

は，福島第一原子力発電所の事故を引
き起こしました。これを受けて，太陽光・風力・地

ち

熱
ねつ

など再生
可能エネルギーの導入と普

ふ

及
きゅう

が進められてきました。
　日本社会は，貧

ひん

富
ぷ

の格差や都市と地方の格差，少子高
こう

齢
れい

化な
どの問題にも直面しています。地方創生，非正規雇

こ

用
よう

の待
たい

遇
ぐう

改
善，保育所の整備，男女共同参

さん

画
かく

といった施
し

策
さく

が講じられてき
ましたが，十分な成果はあがっていません。
　部落差別の撤

てっ

廃
ぱい

など，人権に関する課題もいまだ残されてい
ます。グローバル化の中で日本に住む外国人は増え，共生のた
めの取り組みが各地で行われています。
　　　　　　　　　2015年の国連サミットでは，持続可能な開

発目標（S
エスディージーズ

DGs）が採択され，2030年までに
達成すべきものとして，貧

ひん

困
こん

の撲
ぼく

滅
めつ

，男女平等，クリーンエネ
ルギーの普

ふ

及
きゅう

，平和と公正など17の目標がかかげられました。
グローバル化・情報化・少子高齢化の下

もと

，現在の世代だけでな
く，将来の世代の幸福を見すえた持続可能な社会を創り上げる
ことが，日本にとっても重要な課題になっています。

5

p.273 6

p.218

2

持続可能な社会 7

5

10

15

5

10

15

持続可能な社会を実現するために，私たちはどのような課題に
取り組んでいく必要があるのでしょうか。

持続可能な社会
に向けて

3
学習課題

平成昭和明治江戸鎌倉平安古墳弥生縄文
世紀

大正安土桃山
奈良飛鳥

南北朝
室町

212019181716151413121110987654321
戦国

B.C. A.D.

トライチェック
本文から最優先で取り組むべきと考える課題
を一つ挙げ，その理由を説明しましょう。

持続可能な社会とはどのような社会か，本文
からぬき出しましょう。

探究のステップに
取り組もう（p.279）令和

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

億人

0
1930 50 70 90 2010 30 50年

0～14歳

15～64歳

65歳以上
さい

将来推計

1京都議定書では先進工業国だけが削減義務を
負いましたが，パリ協定によって発展途

と

上
じょう

国も
削減・抑

よく

制
せい

目標を定めることになりました。い
ずれも日本は締

てい

結
けつ

しました。

1 高校での参議院議員選挙の
投票（千葉県富

とみ

里
さと

市　2016年）　
公職選挙法の改正によって，
2016年から，選挙権年

ねん

齢
れい

が満
20歳

さい

以上から満18歳以上に引
き下げられました。

3 地球温暖化防止京都会議（1997年）　この会議で
京都議定書が採

さい

択
たく

されました。

5 東日本大震
しん

災
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（2011年 3月11日）　宮城県沖でマ
グニチュード9.0の大地

じ

震
しん

が発生し，津
つ

波
なみ

などで
死者・行

ゆく

方
え

不明者は 2万2300人以上に上りました
（災害関連死をふくむ）。

4 阪
はん

神
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・淡
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路
じ

大震
しん

災
さい

（1995年 1月17日）　マグニチ
ュード7.3の大地

じ

震
しん

が兵庫県南部で発生し，6400
人以上が亡

な

くなりました（災害関連死をふくむ）。

自分たちにできることを考えよう
　本文や資料から，「持続可能な社会」を実
現するために解決すべき課題をグループで
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いましょう。
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1498（明応7）

1605（慶長9）

1703（元禄16）

1707（宝永4）

1854（安政元）

1891（明治24）

1896（明治29）

1923（大正12）

1933（昭和8）

1946（昭和21）

1995（平成7）

2004（平成16）

2011（平成23）

2016（平成28）

2018（平成30）

大和地方で地震（日本最古の地震被害の記録）

貞観三陸沖地震，三陸沿岸で津波被害

鎌倉地震，死者2万3000人あまり

明応地震，伊豆から伊勢で津波被害

慶長東海・南海地震，房総から九州南部で津波被害

元禄地震，房総から伊豆で津波被害

宝永地震，伊豆から九州東部で津波被害，死者2万人
以上

安政東海・南海地震（p.138），房総から豊後で津波被害

濃尾地震，死者7273人

明治三陸沖地震，北海道から宮城で津波被害，死者
2万1959人

関東大震災（p.221），死者・行方不明者10万5385人

昭和三陸沖地震，三陸沿岸で津波被害，死者・行方不明
者3064人

昭和南海地震，静岡から九州で津波被害，死者1330人

阪神・淡路大震災（p.270），死者・行方不明者6437人

新潟県中越地震，死者68人

東日本大震災（p.271），死者・行方不明者2万2252人

熊本地震（p.2702），死者50人

北海道胆振東部地震，死者43人

じょう さん つ なみりくがん

えい かま くらにん

めい おう い い せず

けい とう かい なん かい ぼう そうちょう

げん ろく

ほう えい

あん ぶん ごせい

めい のう びじ

たい しん さい ゆく えしょう

しょう わ

へい はん しん あわ じせい

ちゅう えつ

い ぶり

すい じ ひ がいしんこ や ま と

2 稲
いな

むらの火の館
やかた

（和歌山県広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

）

1 日本の震災の歴史（「理科年表」2020年ほか）　

理科：地震に備えるために
保健体育：自然災害による傷害の防止
道徳：安全で健康な生活（田老の生徒が伝えたもの）

274

「稲むらの火」
　1854（安

あん

政
せい

元）年11月 4日（新
しん

暦
れき

では12月23日）に起
こった安政東

とう

海
かい

地
じ

震
しん

は，駿
する

河
が

湾
わん

から遠
えん

州
しゅう

灘
なだ

沖を震
しん

源
げん

とする海底地震で，マグニチュードは8.4，東海地
方を中心に甚

じん

大
だい

な津
つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

をあたえました。安政東
海地震から32時間後には，紀

き

伊
い

半島から四国沖を震
源とする安政南

なん

海
かい

地震も発生しました。
　この地震の後，史実を参考に次のような物語が創
られました。このとき，紀

き

伊
いの

国
くに

有
あり

田
だ

郡広
ひろ

村
むら

（現在の
和歌山県有田郡広

ひろ

川
がわ

町
ちょう

）の高台の家から海を見てい
た濱

はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

は，波が急に引いたのに気付いて津波の
危険を察し，自分の家の，まだ稲

いね

の実が付いている
わら束に火を点

つ

け，その火で村人に高台への避
ひ

難
なん

路
を示し，津波の被害を減らしたという物語です。
　濱口梧陵の精神と教訓を学び，受けつぐために，
2007（平

へい

成
せい

19）年 4月，「稲
いな

むらの火の館
やかた

（濱口梧陵記
念館・津波防災教育センター）」が造られました。
「此処より下に家を建てるな」
　岩手県の三

さん

陸
りく

地方は，1896（明
めい

治
じ

29）年と1933（昭
しょう

和
わ

8）年の三陸沖地震による大津波，そして2011年
の東日本大震

しん

災
さい

による大津波など，津波の被害を何
度も体験した地域です。宮

みや

古
こ

市重
おも

茂
え

姉
あね

吉
よし

地区に建て
られている石

せき

碑
ひ

には，「此
こ

処
こ

より下に家を建てるな」
と書かれています。これは1933年の大津波で大きな
被害を受け，生き残った人々が建てたものです。東
日本大震災の津波到

とう

達
たつ

点はこの石碑の約50m手前で，
これより奥

おく

にあった集落までには至らず，建物被害
はありませんでした。その後，東日本大震災の津波
到達点にも，石碑が造られました。
東日本大震災の記憶を伝える取り組み
　2011年 3月11日の東日本大震災では，岩手県・宮
城県・福島県・茨城県などの広い範

はん

囲
い

で大きな被害
が出ました。被

ひ

災
さい

地
ち

では，復興に向けて，その記憶

1

p.138

2

p.271

1

3

1

（訂正後）

5
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25

30

 

5
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25

歴史

震
し ん

災
さ い

の記
き

憶
お く

をどのように次世代に語りついでいけばよいのか，考えてみましょう。

震災の記憶を語りつぐ

平成昭和明治江戸鎌倉平安古墳弥生縄文
世紀

大正安土桃山
奈良飛鳥

南北朝
室町

212019181716151413121110987654321
戦国

B.C. A.D.

関連するページ
p.270～271

防災
安全

身近な地域が経験した自然災害と，その際の人々の
行動，その後の取り組みについて調べましょう。集める

震災の記憶を語りつぎ，後の世代に伝えるために，
自分にできることを考えましょう。

見方・
考え方
現在

地理や公民の
関連ページ地

公
歴

令和

599（推古7）

869（貞観11）

1293（永仁元）

1498（明応7）

1605（慶長9）

1703（元禄16）

1707（宝永4）

1854（安政元）

1891（明治24）

1896（明治29）

1923（大正12）

1933（昭和8）

1946（昭和21）

1995（平成7）

2004（平成16）

2011（平成23）

2016（平成28）

2018（平成30）

2024（令和6）

大和地方で地震（日本最古の地震被害の記録）

貞観三陸沖地震，三陸沿岸で津波被害

鎌倉地震，死者2万3000人あまり

明応地震，伊豆から伊勢で津波被害

慶長東海・南海地震，房総から九州南部で津波被害

元禄地震，房総から伊豆で津波被害

宝永地震，伊豆から九州東部で津波被害，死者2万人
以上

安政東海・南海地震（p.138），房総から豊後で津波被害

濃尾地震，死者7273人

明治三陸沖地震，北海道から宮城で津波被害，死者
2万1959人

関東大震災（p.221），死者・行方不明者10万5385人

昭和三陸沖地震，三陸沿岸で津波被害，死者・行方不明
者3064人

昭和南海地震，静岡から九州で津波被害，死者1330人

阪神・淡路大震災（p.270），死者・行方不明者6437人（災
害関連死をふくむ）

新潟県中越地震，死者68人（災害関連死をふくむ）

東日本大震災（p.271），死者・行方不明者2万2332人（災
害関連死をふくむ）

熊本地震（p.2702），死者278人（災害関連死をふくむ）

北海道胆振東部地震，死者44人（災害関連死をふくむ）

能登半島地震，死者・行方不明者627人（災害関連死をふ
くむ）

じょう さん つ なみりくがん

えい かま くらにん

めい おう い い せず

けい とう かい なん かい ぼう そうちょう

げん ろく

ほう えい

あん ぶん ごせい

めい のう びじ

たい しん さい ゆく えしょう

しょう わ

へい はん しん あわ じせい

れい わ

ちゅう えつ

い ぶり

の と

すい じ ひ がいしんこ や ま と

2 稲
いな

むらの火の館
やかた

（和歌山県広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

）

1 日本の震災の歴史（「理科年表」2025年，消防庁資料，内閣府資料ほか，2025年7月時点）　

3  

宮み
や

古こ

市
重お

も

茂え

姉あ
ね

吉よ
し

地
区
の
石せ

き

碑ひ

高
き
住
居
は
児じ

孫そ
ん

の
和
楽

想お
も

へ（
え
）惨さ
ん

禍か

の
大
津つ

浪な
み

此こ

処こ

よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な

明め
い

治じ

二
十
九
年
に
も
、
昭し

ょ
う

和わ

八
年
に
も

津
浪
は
此
処
ま
で
来
て

部
落
は
全ぜ

ん

滅め
つ

し
、
生
存
者
僅わ

ず

か
に

前
に
二
人
後
に
四
人
の
み

幾い
く

歳と
せ

経ふ

る
と
も
要よ

う

心じ
ん

せ
よ

地
公
歴

4 「命てんでんこ」 （部分）
　僕

ぼく

はがれきの中を歩きながら思ったことが二つある。一
つは「命てんでんこ」という言葉の深い意味。命よりも大切
なものはありません。どんなことがあっても逃

に

げることを
考えてください。命があればどうにでもなります。未来に
向かって歩き出せます。
　もう一つは，負けたくないと思ったことです。田

た

老
ろう

は今
まで何度も津

つ

波
なみ

の被
ひ

害
がい

にあい，それを乗り越
こ

えてきた町で
す。（中略）
　僕はあの日のことをたくさんの人に伝えたい。命を大切
にしようと伝えたい。そして，決して諦

あきら

めず僕らの未来を
作りたい。
 （「いのち―宮

みや

古
こ

市立田老第一中学校津波体験作文集」）

6 閖
ゆり

上
あげ

の記
き

憶
おく

（宮城県名
な

取
とり

市）

7 ふるさと創造学サミットの様子（福島県郡
こおり

山
やま

市　2018年）

5 震
しん

災
さい

資料展示室「ボイジャー」（岩手県　宮
みや

古
こ

市立田
た

老
ろう

第一中学校）

理科：地震に備えるために
保健体育：自然災害による傷害の防止
道徳：安全で健康な生活（田老の生徒が伝えたもの）
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「稲むらの火」
　1854（安

あん

政
せい

元）年11月 4日（新
しん

暦
れき

では12月23日）に起
こった安政東

とう

海
かい

地
じ

震
しん

は，駿
する

河
が

湾
わん

から遠
えん

州
しゅう

灘
なだ

沖を震
しん

源
げん

とする海底地震で，マグニチュードは8.4，東海地
方を中心に甚

じん

大
だい

な津
つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

をあたえました。安政東
海地震から32時間後には，紀

き

伊
い

半島から四国沖を震
源とする安政南

なん

海
かい

地震も発生しました。
　この地震の後，史実を参考に次のような物語が創
られました。このとき，紀

き

伊
いの

国
くに

有
あり

田
だ

郡広
ひろ

村
むら

（現在の
和歌山県有田郡広

ひろ

川
がわ

町
ちょう

）の高台の家から海を見てい
た濱

はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

は，波が急に引いたのに気付いて津波の
危険を察し，自分の家の，まだ稲

いね

の実が付いている
わら束に火を点

つ

け，その火で村人に高台への避
ひ

難
なん

路
を示し，津波の被害を減らしたという物語です。
　濱口梧陵の精神と教訓を学び，受けつぐために，
2007（平

へい

成
せい

19）年 4月，「稲
いな

むらの火の館
やかた

（濱口梧陵記
念館・津波防災教育センター）」が造られました。
「此処より下に家を建てるな」
　岩手県の三

さん

陸
りく

地方は，1896（明
めい

治
じ

29）年と1933（昭
しょう

和
わ

8）年の三陸沖地震による大津波，そして2011年
の東日本大震

しん

災
さい

による大津波など，津波の被害を何
度も体験した地域です。宮

みや

古
こ

市重
おも

茂
え

姉
あね

吉
よし

地区に建て
られている石

せき

碑
ひ

には，「此
こ

処
こ

より下に家を建てるな」
と書かれています。これは1933年の大津波で大きな
被害を受け，生き残った人々が建てたものです。東
日本大震災の津波到

とう

達
たつ

点はこの石碑の約50m手前で，
これより奥

おく

にあった集落までには至らず，建物被害
はありませんでした。その後，東日本大震災の津波
到達点にも，石碑が造られました。
東日本大震災の記憶を伝える取り組み
　2011年 3月11日の東日本大震災では，岩手県・宮
城県・福島県・茨城県などの広い範

はん

囲
い

で大きな被害
が出ました。被

ひ

災
さい

地
ち

では，復興に向けて，その記憶

1

p.138

2

p.271

1

3

1

を語りつぐ取り組みが続けられています。
●「命てんでんこ」（岩手県宮

みや

古
こ

市）
　震災時に津波被害を受けた岩手県宮古市立田

た

老
ろう

第
一中学校の生徒たちは，震災直後から復旧・復興ボ
ランティアとして積極的に協力しました。2013年に
は，震災当時の在校生130人全員が執筆した津波体
験作文集を発行し，また，校舎の視

し

聴
ちょう

覚
かく

室
しつ

に震災資
料展示室「ボイジャー」を開設しました。震災当時 2
年生だった加

か

藤
とう

諒
りょう

太
た

さんは，作文集に，次のような
文章を残しています。

4

5

●「閖
ゆり

上
あげ

の記憶」（宮城県名
な

取
とり

市）
　宮城県名取市閖上地区には，「閖上の記憶」という
施
し

設
せつ

があります。これは，津波で犠
ぎ

牲
せい

になった14人
の閖上中学校の生徒を慰

い

霊
れい

するとともに，地域の大
切な「記憶」を整理するための場所として造られたも
のです。津波被害についての展示や語り部活動など
を通じて，訪

おとず

れる人に閖上地区の「記憶」を伝えると
ともに，地域の人々の情報交

こう

換
かん

の場となっています。
●「ふるさと創造学」（福島県双

ふた

葉
ば

郡）
　「ふるさと創造学」は，「震災で子どもたちが得た
経験を，生きる力に」との思いから，福島県双葉郡
内の 8町村の学校が取り組んでいる「総合的な学習
の時間」の総

そう

称
しょう

です。各町村の子どもたちは，東日
本大震災にともなう復旧・復興に向けた地域の取り
組みの経験を基

もと

に，ふるさとの将来に向けての提案
を考え，ふるさとの人々や世話になった避難地域の
人々に元気を発信し続けています。

6

7

5

10

15

持続可能な社会を実現するために，私たちはどのような課題に
取り組んでいく必要があるのでしょうか。

持続可能な社会
に向けて

3
学習課題

平成昭和明治江戸鎌倉平安古墳弥生縄文
世紀

大正安土桃山
奈良飛鳥

南北朝
室町

212019181716151413121110987654321
戦国

B.C. A.D.

令和

1京都議定書では先進工業国だけが削減義務を
負いましたが，パリ協定によって発展途

と

上
じょう

国も
削減・抑

よく

制
せい

目標を定めることになりました。い
ずれも日本は締

てい

結
けつ

しました。

1 高校での参議院議員選挙の
投票（千葉県富

とみ

里
さと

市　2016年）　
公職選挙法の改正によって，
2016年から，選挙権年

ねん

齢
れい

が満
20歳

さい

以上から満18歳以上に引
き下げられました。

2 熊本地
じ

震
しん

で避
ひ

難
なん

生活を
送る人に食べ物を配る，
ボランティアの中学生
（熊本県南

みなみ

阿
あ

蘇
そ

村
むら

　2016
年）　マグニチュード7.3
の大地震が発生し，50人
が亡

な

くなりました。

3 地球温暖化防止京都会議（1997年）　この会議で
京都議定書が採

さい

択
たく

されました。

4 阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

（1995年 1月17日）　マ
グニチュード7.3の大地

じ

震
しん

が兵庫県南部で
発生し，6400人以上が亡

な

くなりました。

自分たちにできることを考えよう
　本文や資料から，「持続可能な社会」を実
現するために解決すべき課題をグループで
一つ選び，自分たちにできることを話し合
いましょう。

みんなでチャレンジ 現在

地
公
歴

地
公
歴

地
公
歴
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　　　　　　　　　現在，グローバル化（世界の一体化）が急速
に進んでいます。国境をこえた経済活動が

盛
さか

んになり，情報は，インターネットなどを通じて，世界中に
瞬
しゅん

時
じ

に伝わります。平和・環
かん

境
きょう

・資源・食料・感
かん

染
せん

症
しょう

といった
課題は，一国だけでは解決できません。
　例えば，地球温暖化は，海面の上

じょう

昇
しょう

や農作物の不作など，世
界各地で深刻な問題を引き起こしています。その原因とされる
二酸化炭素などの温室効果ガスの排

はい

出
しゅつ

を削
さく

減
げん

するため，国際的
な取り決めとして，1997（平

へい

成
せい

9）年に京都議定書が採
さい

択
たく

され，
2015年にはパリ協定が合意されました。
　日本は，こうした地球環境問題の解決に主導的な役割を果た
してきました。また，戦争による唯

ゆい

一
いつ

の被
ひ

爆
ばく

国として，核
かく

兵器
の廃

はい

絶
ぜつ

をはじめとする軍縮にも取り組んでいます。
　　　　　　　　　1995年に阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震
しん

災
さい

が発生し，深刻
な被

ひ

害
がい

をもたらしました。被
ひ

災
さい

地
ち

の復興が
進められる一方で，防災教育や地域のきずな，ボランティア活
動の重要性が明らかになり，1998年には特定非営利活動促

そく

進
しん

法

進展する
グローバル化

3

1

日本社会が
直面する課題

4

2
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